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はじめに  

 

本市では、大綱において「学び合う感謝と思いやりにあふれる“わ”

のまち能代」を基本理念に掲げ、子どもたちが安全・安心な教育環境

の中で健やかに成長できるよう、教育委員会と共に各種施策に取り組

んでまいりました。  

 

本市の教育のこれまでの５年間を顧みると、幼保小の連携、特別支

援教育、ＩＣＴ教育、コミュニティ・スクール等、時代に即した課題

に向き合い、大綱に沿った形で学校や家庭、地域の皆様方と共に、よ

り良い教育について考えてきた歩みが見えます。世界中で新型コロナ

ウイルス感染症が拡大し、未知への恐怖の中、新たな生活様式への変

容を迫られた令和２年３月、あれから３年が経過しました。その間、

子どもたちの学びを止めないために、今できることは何かを探りなが

ら、教育環境を維持するための試行錯誤が繰り返されました。  

そのような中でも、教育現場においては、元気なあいさつや活き活

きとした表情、全国トップクラスの学力等に反映される、健やかで明

るく元気な子どもたちが存在し、市民に活力を与えました。  

「能代っ子中学生ふるさと会議」での中学生による市への提言、活

発な議論等、成長の姿を見ていると、教育とは、未来を担う子どもた

ちへの投資であり、社会の形成者としての資質・能力を育む大事な滋

養であることに、改めて畏敬の念を抱きます。  

 

第二次能代市総合計画の後期基本計画には、まちづくりの基本理念

として、“こころ”、“からだ”、“もの”の豊かさを実感できるふるさ

と能代を目指し、幸せを共に創っていこうとする「幸福共創」を掲げ

ております。  

本大綱は、前大綱の基本的な考え方を踏襲しつつ、家庭環境の多様

化や地域とのつながりの希薄化といった現代における課題を鑑み、大

人も子どもも学び合い、地域が一体となった幸せの創造のために、主

体的・対話的で深い学びの実現、暮らしにつながる学びの場づくり 等、

明るい未来に向けた施策の方向性を示しました。  

次代を担う子どもたちの視線の先に、希望が見える未来をつくるた

め、教育施策の根幹として、本大綱が次代を照らす松明となり、私た

ち大人が高く掲げ前進してまいります。  

 

 

 

  令和５年３月  

                能代市長   齊  藤  滋  宣  
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大綱の策定について  

 

策定の経緯                        

 能代 市 で は 、地 方 教育 行 政 の 組織 及 び運 営 に 関 する 法 律第 １ 条 の ３  

第 １項 に 基 づ き、教 育や 文 化、ス ポ ー ツの 施 策 の 基本 的 な方 針 と し て、 

平 成 ２ ７ 年 １ １ 月 に 「 能 代 市 教 育 等 の 振 興 に 関 す る 施 策 の 大 綱 」 を 、

平 成３ ０ 年 ３ 月に は、新 た に「 能 代 市 教育 等 の 振 興に 関 する 施 策 の 大

綱」（ 第 ２ 次 ）を 定 め 、５ つの 基 本 目 標 のも と 各 種 施策 に 取り 組 ん で き

ま した 。  

   前 大 綱 が令 和 ４年 度 末 ま でと な って い る こ とか ら 、総合 教 育 会 議 で

の 協議 を 経 て 、令 和 ５年 度 か ら 今後 ５ 年間 を 対 象 とし た 新た な 大 綱 を

策 定し ま し た 。  
 

 

 

大綱の位置づけ                      

 大綱 は 、 能 代市 の 教育 の 目 標 や施 策 の根 本 的 な 方針 で す。  

 国の 教 育 振 興基 本 計画 を 参 酌 し 、県 の教 育 振 興 基本 計 画及 び 市 の 総

合 計画 等 と の 整合 性 を図 り ま す 。  

 

 

 

大綱の進行管理                      

 大綱 の 進 行 管理 は 、能代 市 教 育 委 員 会事 務 点 検・評 価 報告 に よ り 行

い ます 。  

 

 

 

大綱の期間                        

   令 和 ５ 年 度 か ら令 和 ９ 年 度ま で の５ 年 間  
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本市の理念と目標  

 

基本理念                         

「学び合う  感謝と思いやりにあふれる“わ”のまち能代」  

 

 能代 市 は「 感謝 と 思い や り に あふ れ る“ わ ”の まち 能 代」を 目 指 し、各

種 施策 を 展 開 して い ます 。  

こ の 感 謝 と 思 い や り は 、 人 と 人 と の 関 わ り や 自 分 を 取 り 巻 く 環 境 か ら

学 び、 育 ま れ るも の と考 え ま す 。  

少 子 高 齢 化 や 地 域 の つ な が り の 希 薄 化 、 コ ロ ナ 禍 に お け る 生 活 様 式 の

変 容 な ど 変 化 す る 社 会 の 中 で 、 家 族 や 地 域 と と も に 今 の 自 分 が あ る こ と

に 感 謝 し 、 ふ る さ と の 豊 か な 自 然 と 長 い 歴 史 、 伝 統 あ る 文 化 を 大 切 に し

な が ら 、 大 人 も 子 ど も も お 互 い の 立 場 や 考 え 方 を 尊 重 し 合 い 、 支 え 合 っ

て 暮 ら す こ と が で き る ま ち を 目 指 し て 、 教 育 関 連 諸 施 策 の 充 実 を 図 り ま

す 。  

 

 

基本目標                         

 

 基 本 理 念 の 実 現 に 向 け 、 ふ る さ と に 誇 り と 愛 着 を も ち 、 心 豊 か に 夢 を

も っ た 健 や か な 人 を 育 む た め 、 ５ つ の 基 本 目 標 と そ の 施 策 の 方 向 性 を 次

の よう に 定 め ます 。  

 

 

１  学校・家庭・地域・行政が一体となった、次代を生きる子ども  

たちを育むまちづくりの推進  

  学 校 ・ 家庭 ・ 地 域・ 行 政 が 協働 で 、地 域 の 特 性 や 人 材を 活 か し た学

習 機会 の 充 実 を図 り 、子 ど も の 社会 性 を育 み ま す 。ま た 、 子 ど も と 大

人 がと も に 学 び合 う 機会 を つ く りま す 。  

 

【 施 策 の 方 向 性 】  

①  学校・家庭・地域の連携 促進  

学 校、 家 庭 、 地域 が 連携 し て 学 習 活 動 の充 実 を 図 り、 地 域全

体 で子 ど も た ちの 健 全な 成 長 を 支え る 取り 組 み を 促進 し ます 。  

②  親子で学び合う機会の提供  

親 子で 楽 し み なが ら 参加 で き る 地域 学 習や 異 世 代 交流 の 機会

を 提供 し 、 親 子の 絆 を深 め る と とも に 、子 ど も の 社会 性 を育 み

ま す。  
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③  家庭教育の支援  

時 代の 変 化 や 子ど も の成 長 過 程 に応 じ た情 報 提 供 や相 談 、様  

々 な学 習 機 会 の提 供 を行 い 、 家 庭教 育 を支 援 し ま す。  

④  読書活動の推進  

思 いや り や 読 解力 、 想像 力 を 育 む読 書 活動 を 推 進 し、 気 軽に

読 書に 親 し む こと が でき る 環 境 を 整 備 しま す 。  

⑤  食育の推進  

学 校給 食 や 食 につ い て理 解 を 深 める 体 験活 動 事 業 を通 し て、

子 ども の 健 や かな 成 長を 支 援 し ます 。  

 

 

２  豊かな人間性を育む学校教育の推進  

  積 極 的 に 学校 と 地域 が 交 流 ・連 携 し、 感 謝 と 思い や りに あ ふ れ た豊

か な心 と 健 や かな 体 、そ し て 「 自ら 学 び、 考 え 、 行動 す る力 」 を も っ

た 児童 生 徒 の 育成 に 取り 組 み ま す。  

 

【 施 策 の 方 向 性 】  

①  主体的で創意ある教育活動の推進  

児 童生 徒 の 感 性を 磨 き、 創 造 力 を豊 か にす る た め 、 ふ る さと

教 育の 推 進 や 宇宙 ・ 科学 技 術 の 学び の 充実 を 図 る など 、 各学 校

の 主体 的 で 創 意あ る 教育 活 動 を 推進 し ます 。  

②  心豊かな人間性と健やかな体を育む教育の推進  

い じめ や 不 登 校等 の 生徒 指 導 上 の諸 課 題に つ い て 、未 然 防止

や 早期 発 見 、 即時 対 応等 を 適 切 に行 う よう 努 め る とと も に、 共

生 社会 の 形 成 に向 け たイ ン ク ル ーシ ブ 教育 シ ス テ ム ( * 1 )の 構築 を

目 指し ま す 。 また 、 たく ま し く 生き る ため の 体 を 育成 し ます 。  

③  基礎学力の向上を図る学習指導  

児 童生 徒 の 基 礎学 力 の確 実 な 定 着を 図 ると と も に 、Ｉ Ｃ Ｔを

効 果的 に 活 用 し、 主 体的 ・ 対 話 的な 深 い学 び の 実 現を 目 指し ま

す 。  

④  幅広い識見と実践的指導力を培う教職員の研修  

研 修機 会 の 提 供と 充 実に よ り 、 教職 員 の識 見 を 広 げ、 実 践的

指 導力 を 向 上 させ ま す。  

⑤  安全・安心な学校教育の充実と環境の整備  

児 童生 徒 が 安 全・ 安 心 で 楽 し い 学校 生 活を 送 る た め 、 学 校安

全 に関 す る 指 導を 推 進す る と と もに 、 学校 施 設 の 適切 な 維持 管

理 や必 要 な 支 援員 の 配置 、 就 学 援助 等 の教 育 環 境 を整 え ます 。  

 

  
( * 1 )「 イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 シ ス テ ム 」： 障 害 者 が 精 神 的 及 び 身 体 的 な 能 力 を 可 能 な 最 大 限 度 ま で 発 達 さ

せ 、 自 由 な 社 会 に 効 果 的 に 参 加 す る こ と を 可 能 と す る 目 的 の も と 、 障 害 の あ る 方 と 障 害 の な い 方
が 共 に 学 ぶ 仕 組 み 。  
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３  より心豊かで活き活きとした暮らしにつながる学びの場づくり  

の推進  

だ れも が 豊 か な人 生 を送 る こ と がで き るよ う 、 学 んだ こ とを 地 域 活

動 に活 か す と とも に 、支 え 合 う 中で つ なが り を 深 めて い きま す 。  

 

【 施 策 の 方 向 性 】  

①  生涯にわたる多様な学びの機会の提供  

多 様な 学 習 ニ ーズ や ライ フ ス テ ージ に 応じ た 学 び の充 実 を図

り 、だ れ で も 参加 で きる 講 座 の 開催 や 情報 発 信 に 努め ま す。  

  

②  学びと活動をつなげる環境づくり  

学 びに よ る 仲 間づ く りを 支 援 す るほ か 、学 び の 成 果を 地 域

活 動に 活 か す 場や 機 会や 、 だ れ でも 気 軽に 集 い 、 交流 で きる

場 の提 供 に 努 めま す 。  

 

③  若者の主体的な活動や地域活動への参画促進  

若 者の 仲 間 づ くり や 自主 的 な 活 動を 支 援す る ほ か 、地 域 づ

く りや ボ ラ ン ティ ア 活動 を は じ めと し て、 社 会 へ の実 践 的な

参 画を 奨 励 、 促進 し ます 。  

 

 

４  ふるさとの文化の継承と文化芸術の振興  

ふ るさ と の 誇 りを 守 り伝 え る た め、 郷 土の 伝 統 芸 能や 文 化財 を 市 民

共 有の 財 産 と して 、 その 保 存 、 継承 に 取り 組 み ま す。 ま た、 子 ど も の

文 化体 験 活 動 を 推 進 する こ と に より 、 世代 間 交 流 を促 し 、あ ら ゆ る 世

代 が共 に 文 化 芸術 を 楽し む 場 を つく り ます 。  

 

【 施 策 の 方 向 性 】  

①  子どもの文化体験活動支援  

相 談体 制 を 整 える こ とに よ り 、 学校 に おけ る 文 化 芸術 体 験や

親 子の 伝 統 文 化体 験 活動 を 支 援 しま す 。  

②  地域固有の文化芸術の継承  

学 校や 地 域 と 連携 し 、地 域 固 有 の文 化 芸術 で あ る 民俗 芸 能や

民 俗行 事 の 継 承活 動 を支 援 し ま す。  

③  文化財等の調査・保存・ 活用の推進  

文 化財 等 や 歴 史資 料 、そ の 他 の 資料 の 分類 ・ 整 理 を進 め 、活

用 を進 め て い きま す 。 ま た 、 国 指定 史 跡檜 山 安 東 氏城 館 跡環 境

整 備計 画 に 基 づい た 取 り 組 み を 推進 し ます 。  
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５  スポーツで輝く夢のあるまちづくりの推進  

  市 民 や 関 係団 体 等と 連 携 ・ 協働 し なが ら 、 だ れも が 生涯 に わ た って

ス ポー ツ に 親 しみ 、 スポ ー ツ を 楽し み 、健 康 で 豊 かな 生 活を 営 む 元 気

な まち を 目 指 しま す 。ま た 、 ス ポー ツ を活 用 し て 交流 人 口の 拡 大 を 図

る とと も に 、 地域 に 活力 を つ く り出 し ます 。  

 

【 施 策 の 方 向 性 】  

①   学校と地域における子どものスポーツ機会の充実  

心 身と も に 健 康な 大 人と な る 基 礎を つ くる た め 、 学校 体 育と

地 域の ス ポ ー ツ活 動 を支 援 し 、 体力 の 向上 に 努 め ると と もに 、

地 域に お け る 子 ど も ・若 者 の ス ポー ツ 機会 の 充 実 を図 り ます 。  

②  ライフステージに応じたスポーツ活動の推進  

体 力や 年 齢 等 に応 じ て、 日 常 的 に運 動 やス ポ ー ツ を楽 し みな

が ら、 体 力 づ くり 、 健康 づ く り に取 り 組 み 続 け る こと が でき る

環 境を 整 え ま す。  

③  スポーツを活用した地域の活性化  

バ スケ の 街 づ くり の 推進 や 特 色 ある ス ポー ツ 事 業 、全 国 レベ

ル の大 会 誘 致 、ト ッ プア ス リ ー ト等 に よる ス ポ ー ツ教 室 の実 施

に より 交 流 人 口の 拡 大に 努 め ま す。  

④  市民が主体的に参画できるスポーツ環境の整備  

ス ポー ツ ク ラ ブ等 へ の支 援 や 地 域ス ポ ーツ 指 導 者 ・競 技 スタ  

ッ フ等 の 人 材 育成 ・ 支援 に 努 め ると と もに 、 安 全 で利 便 性の 高

い 施設 の 充 実 を図 り ます 。  


